
 

＜平成 25年 7月発行第 4号＞ 

顕彰会だより第４号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会長 正 木 尚 文 

清河八郎顕彰会が設立されて早や５年目になり、昨年度まで３ケ年、生誕 180 年・没後

150年の記念事業を実施して参りました。お陰様をもちまして、どの事業や行事も滞りなく

執り行うことができましたこと、御礼を申し上げます。記念行事を行った昨年度は、「回天

の道・文学散歩の旅」、「文武体験子供塾」、「月山山麓・回天の道アドベンチャーラン大会」、

「新釈清河八郎伝」発刊協力、「閉幕式典・記念講演」など、好評のうちに終了することが

できました。これも偏に顕彰会の皆々様はもちろん、多くの方々のご理解ご支援のお陰と敬

意と感謝を申し上げる次第でございます。 

いま顕彰会員は年々増加を致し、清河八郎の偉業の顕彰と地方文化の向上発展の寄与に尽

くしていると考えています。また、顕彰会に対する期待に応えるべく鋭意努めて参りますの

で、何分にもよろしくお願いいたします。 

現在、「荘内日報」に５月より鏡川伊一郎氏による小説「お蓮」が連載中です。大変わか

りやすく読みやすく、二人の心情や関わり合いが読み取れる小説のようです。この機会にご

一読頂ければ幸いに存じます。 

今後とも、皆様からは顕彰会に対しまして益々のご支援を賜わりますようお願い申し上げ

ます。 

 

2010～2012清河八郎顕彰記念事業成功裡に終わる！！ 

～歴史の里から全国へ情報発信 顕彰会の一層の飛躍に期待～ 

                     

清河八郎生誕 180 年・没後 150 年を機

会に平成 22 年から 3 ケ年にわたり展開                   

して参りました「清河八郎顕彰記念事業」

も、会員皆様や多くの方々のご支援により

滞りなく終了の運びとなりました。 

顕彰記念事業を将来に向けた地域振興

並びに顕彰会発展の機会と捉え、県内外の 

                      関係機関・団体との連携により歴史の里か 

                      ら全国へ情報発信を行って参りました。 

 神社屋根改修をはじめ、シンポジウムの開催、戯曲「お蓮」の公演や新釈「清河八郎伝」 

 
戯曲「お蓮」の一場面 



の発刊、資料集の発刊協力など、多彩な事業を盛り込んでの顕彰記念事業は、全国の清河八 

郎ファンや町内外の多くの方々に関心と感動を呼び、本会のねらいとする八郎の偉業顕彰、 

地方文化の向上発展に貢献したものと思われます。記念事業は 24年度をもって終了したと 

ろではありますが、さらにステップアップすべく郷土が誇る偉人、清河八郎をキーワードに 

顕彰会事業を展開して参りたいと思います。 

 「歴史の里」清川を訪ね、八郎の熱き思いを感じる！ 

～歩いて楽しむ回天の道と清川の旅～ 

 5月 26日（日）「歩いて楽しむ 回天の道と清川の旅」を開催しました。 

当日は、雨の心配もないまずまずの天気。 

町内外から 23名の参加を得て、清河八郎記 

念館前で開会式を行った後、廣田記念館長か 

ら「何故、八郎と名のるようになったのか」、 

「何故、人知れない間道を使い江戸へ向った 

のか」についてお話をいただきました。 

その後、清川観光ガイドの会の正木（顕彰 

会長）さんと矢嶋さんの案内で、義経一行が 

平泉に逃れるとき道中の無事を祈願した「御    ＜庄内平野を一望できる展望台＞ 

諸皇子神社」を訪れ、羽黒山参拝の御手洗として栄えたことなどをお話しして頂き、芭蕉上

陸の地である荘内藩関所跡、戊辰戦争の戦場となった御殿林を散策しました。その後、バス

で肝煎集落まで移動し、「回天の道」へと向かいました。参加者からは「八郎が歩いたのは

何月ごろか」、「どの位のお金を持っていたのか」等の話が出て、八郎がどんな思いで江戸へ

向かったのかに思いを馳せながら杉林を吹き抜ける心地よい風を感じていました。 

 庄内平野を一望できる展望台で集合写真を撮り、山道を下ると再びバスで「北月山荘」へ

移動です。さっぱりと汗を流した後には、採りたての月山筍の味噌汁や焼き立てのイワナの

塩焼きをいただきました。 

 参加者の皆さんからは、大変素晴らしい企画であったとお褒めの言葉も頂きましたので、

秋に再度開催します。その時には是非皆さんからも参加していただきたいと思います。 

回天の道に説明板設置  ～立川ロータリークラブから寄贈いただきました～ 

ロータリークラブ活動の原点は社会奉仕です。これまでも地

域社会へ長期的計画をもとに種々の奉仕活動を行って参り

ました立川ロータリークラブから今年度、ボランティア動を

通し、交流人口の拡大と地域活性化に寄与している当顕彰会

の活動を評価いたただき、「回天の道」に説明板を 2 基寄贈

していただきました。説明板は、横 60㎝、縦 40㎝の樹脂製

で、一枚目には何故、清河八郎が数え年 18 歳で江戸へ向ったのか、二枚  目には何故、

「回天の道」と名付けたのかが記載記載されています。一度回天の道を訪ねてご覧ください。 

＜贈呈風景 左から正木顕彰会長、矢嶋ロータリークラブ会長、遠藤社会奉仕小委員会委員長＞  

 

 

 

 

 

 

 



 清河八郎記念館コーナー 

 ○ 清河八郎・お蓮の顕彰記念事業を終えて 

  平成 22年（生誕 180年）から平成 24年（没後 150年）までの 3年間にわたり庄内

町及び清河八郎顕彰会からの支援を受け、顕彰記念事業として「特別展」を開催、平成

22年度 NHK大河ドラマ「龍馬伝」に因み『清河八郎と坂本龍馬の接点を探る』、平成

23 年度は、お蓮没後 150 年『お蓮の生涯』、また平成 24 年度は清河八郎没後 150 年

『新選組の生みの親 清河八郎の軌跡』をテーマにして清河八郎とお蓮を顕彰してきま

した。これからも事実に基づいた清河八郎の偉業と人間性を伝えてイメージアップに繋

げていくイベントを実施したいと思います。 

○ 日野市立新選組のふるさと歴史館との交流・巡回特別展の開催 

  新選組のふるさとである東京都日野市立新選組のふるさと歴史館との交流が数年前

から始まり、「新選組の生みの親」・「維新の魁」としての清河八郎の偉業を資料に基づ

き清河八郎の魅力を全国に発信していきます。 

（１）特別展 「西遊草」八郎が母と共に歩いた 169日間の旅 4月 16日から 9月 8日 

（２）巡回特別展 「新選組誕生と清河八郎」……新選組のふるさと歴史館との共催 

   東京日野展  7月 13日（土）～9月 23日（祝） 

   庄内清川展 10月 5日（土）～12月 2日（日） 

○ 「清河八郎関係資料集」・「新釈 清河八郎伝」の発刊 

  平成 13 年度より当館の依頼により旧立川町が記念館所蔵の清河八郎とその関係人物

の資料の調査を開始、庄内町発刊の「庄内町史資料第 1 号 清河八郎関係資料集」は、

部分的に歴史小説・小冊子にて出版公開されており、本格的な発刊としては大正 2 年

「清河八郎遺書」（山路愛山編）以来百年ぶりです。また、17年前に発刊された「清河

八郎グラフィティ」が絶版となり、当館では町観光協会・清河八郎顕彰会からの助成を

受け、新しく「新釈 清河八郎伝」（加藤 淳 著）を資料集と同時に発刊いたしました。 

○ 公益財団法人への移行について 

  当館は、財団法人から公益財団法人への移行の書類を作成し、移行認定申請書を山形

県知事宛てに提出、平成 25 年 3 月 29 日受理されました。現在、認可のための審査を

県教委で行っておりますが、新法人設立登記の日を平成 26年 4月 1日とし公益財団法

人清河八郎記念館がスタートする予定です。 

※清河八郎顕彰会・清河八郎記念館のインターネットを配信、皆様からのご意見、ご要望

をお待ちしております。電話/FAX 0234-57-2104 メールアドレス spcp4yb9@pearl.ne.jp 

 清河神社コーナー 

 今年から清河八郎の命日である 5月 30日に変更し執り行われた清河神社例大祭は、悪天

候にもかかわらず、県議会議員、庄内町長をはじめ、県内外から大勢の皆さんが参列され、

厳かに行われました。毎年行っている小学生児童による「浦安の舞」は、当日が平日のため、

残念ながら取り止めとなりましたが、これまでの練習の成果を発表する唯一の機会でもあり

再考を期待したいと思います。 



25 年度顕彰会の主な事業 

≪第 2回清河八郎文武体験子ども塾≫  

 8 月 8 日(木)、清川地内を会場に昨年度大変好評でありました「文武体験子ども塾」を開

催します。当日は、清河八郎先生を学ぶ座学や座禅、剣道体験のほか、度胸だめし、食事づ

くりなどを計画しています。対象は、庄内町立小学校 5・6 年生で保護者の承諾を得た先着

20名となっております。お子様、お孫さまの精神や度胸を培う良い機会です。 

≪歩いて楽しむ回天の道と清川の旅≫ 

 去る 5 月 26 日（日）開催の春のコースに引き続き、秋のコースを 10 月中旬に開催予定

です。この事業は、清河八郎先生が江戸を目指したルート、「回天の道」や清川歴史遺産を

巡り、町内外の方々に清川を知っていただくとともに、交流人口の拡大と地元の活性化を図

ることをねらいとして開催するものです。詳細は開催期日が決定しだい発表いたします。 

≪清河八郎資料集第 2号発刊への支援・協力≫ 

 町教育委員会では、発刊計画に基づき昨年に引き続き、記念館所蔵の八郎から父親に宛て

た書簡を中心に、関係する人物の書簡や書画等を町史資料集として発刊の予定です。八郎関

係資料は、我が国の歴史上江戸後期（幕末期）における貴重な文化的遺産であり、幕末期の

研究に資する重要なものです。顕彰会では発刊予定の町教育委員会に対して支援・協力を行

って参ります。 

≪出前講座・ギャラリートーク≫ 

 今年度から新規事業として出前講座・ギャラリートークを企画しております。これは、町

内外の社会教育関係機関や各種団体等に対して、講師（記念館長）を派遣し、清河八郎への

新たな認識と人物像に触れて頂く機会を提供しようというものです。ご希望の団体等におき

ましては、是非ともこの機会にご活用いただければと思います。連絡をお待ちしております。 

顕彰会への加入状況                    （単位：人） 

区 分 地区内 
地    区    外 

合 計 
町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 24年度 162 48 16 7 45 12 128 290 

平成 23年度 128 39 19 4 39 6 107 235 

増 減 34 9 △3 3 6 6 21 55 

 顕彰会年会費並びに新規加入のお願い 

平成 24年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比 23.4%・55人増の

290 人となっております。平成 21 年 3 月設立した顕彰会も県内外の清河八郎ファンをはじ

めとする多くの皆様に支えられ、各種記念事業を展開することができました。顕彰会に対す

る期待も年々高まっている状況にございます。また、顕彰会に未加入の方につきましては、

是非、顕彰事業にご賛同をいただき、顕彰会並びに記念館の応援団としてご加入くださいま

すようお願い申し上げます。会員の皆様には入館料無料の特典等を設けるなど準備いたして

おります。    顕彰会入会のお問い合わせは☎0234-57-2104（記念館内）担当廣田まで。 


